
発明功労賞

　
▽
タ
イ
ヤ
上
ビ
ー
ド
取
外
し
方
法
お

よ
び
タ
イ
ヤ
着
脱
装
置

小
野
谷
機
工

社
主
・
三
村
義
雄
氏

　
自
動
車
の
タ
イ
ヤ
を
ホ
イ
ー
ル
か
ら

簡
単
に
着
脱
で
き
る
装
置
。
既
存
の
タ

イ
ヤ
レ
バ
ー
に
よ
る
着
脱
と
異
な
り
、

特
殊
な
形
状
を
し
た
「
デ
ィ
マ
ウ
ン
ト

爪
」
を
採
用
、
タ
イ
ヤ
の
ビ
ー
ド
と
ホ

イ
ー
ル
に
か
み
合
い
や
す
い
形
状
に
し

た
。
ホ
イ
ー
ル
を
固
定
す
る
台
は
、
ス

ラ
イ
ド
式
の

ク
ラ
ン
プ
用

の
爪
に
よ
り

ホ
イ
ー
ル
を

固
定
す
る
。

　
デ
ィ
マ
ウ
ン
ト
爪
を
ビ
ー
ド
に
か
ま

せ
た
後
に
ホ
イ
ー
ル
を
回
転
さ
せ
て
、

爪
を
持
ち
上
げ
る
と
タ
イ
ヤ
が
ホ
イ
ー

ル
か
ら
簡
単
に
は
ず
せ
る
。
自
動
車
の

扁
平
タ
イ
ヤ
や
パ
ン
ク
し
て
も
走
れ
る

へ
ん
ぺ
い

ラ
ン
フ
ラ
ッ
ト
タ
イ
ヤ
の
着
脱
で
は
熟

練
が
必
要
に
な
る
が
、
短
時
間
に
素
人

で
も
タ
イ
ヤ
の
取
り
外
し
が
で
き
る
。

　

小
野
谷
機
工

福
井
県
越
前
市
、

０
７
７
８
・
２
２
・
２
１
２
４

　
▽
Ｌ
Ｅ
Ｄ
誘
導
路
灯
用
定
電
流
発
電

器

日
本
光
機
工
業

横
浜
工
場
技
術

開
発
部
顧
問
・
市
川
具
裕
氏

　
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド

Ｌ
Ｅ
Ｄ

を
使

っ
た
飛
行
場
向
け
誘
導
路
灯
駆
動
シ
ス

テ
ム
。
商
用
交
流
電
源
か
ら
交
流
定
電

流
を
発
生
さ
せ
、
直
列
配
線
で
同
一
輝

度
を
可
能
に
し
た
。
交
流
定
電
流
の
振

幅
を
調
整
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
Ｌ
Ｅ

Ｄ
の
順
方
向
電
流
対
輝
度
特
性
に
整
合

し
た
電
流
調

節
が
可
能
に

な
り
、
調
光

機
能
を
実
現

し
た
。

　
２
台
の
定
電
流
源
を
逆
相
と
な
る
よ

う
に
接
続
し
、
切
り
離
し
可
能
な
直
列

接
続
と
す
る
こ
と
で
故
障
時
の
装
置
の

切
り
替
え
が
短
時
間
で
で
き
る
。
サ
イ

リ
ス
タ
を
使
用
し
な
い
た
め
、
ノ
イ
ズ

の
発
生
も
抑
え
ら
れ
る
。
従
来
の
電
圧

供
給
制
御
方
式
で
は
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
接
続

し
同
一
輝
度
を
実
現
で
き
な
か
っ
た
。

　

日
本
光
機
工
業

横
浜
市
金
沢

区
、
０
４
５
・
７
８
３
・
６
５
８
１

　
▽
セ
ル
フ
リ
グ
ラ
イ
ン
ド

自
己
研

磨

ド
リ
ル

マ
コ
ト
ロ
イ
工
業

工

具
部
津
工
具
製
造
課
工
具
技
術
班
班
長

・
東
脇
啓
文
氏
ほ
か
１
人

　
炭
素
繊
維
強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

Ｃ

Ｆ
Ｒ
Ｐ

、
ガ
ラ
ス
繊
維
強
化
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク

Ｇ
Ｆ
Ｒ
Ｐ

な
ど
の
材
質
の

穴
開
け
時
に
、
切
削
性
能
が
持
続
す
る

特
殊
加
工
を
施
し
た
ド
リ
ル
。
工
具
先

端
部
の
切
り
刃
す
く
い
面
に
、
母
材
と

比
較
し
て
耐

摩
耗
性
の
高

い
材
料
を
被

覆
す
る
一

方
、
母
材
が

露
出
す
る
切
り
刃
逃
げ
面
に
は
被
覆
し

て
い
な
い
。

　
こ
う
す
る
こ
と
で
切
り
味
を
保
ち
な

が
ら
工
具
摩
耗
が
進
行
す
る
構
造
に

し
、
切
削
性
能
を
持
続
さ
せ
た
。
需
要

が
拡
大
し
て
い
る
Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｐ
で
バ
リ
や

層
間
剥
離
な
ど
の
問
題
を
抑
え
な
が

ら
、
安
定
し
た
加
工
を
可
能
に
し
た
。

　

マ
コ
ト
ロ
イ
工
業

大
阪
府
東
大

阪
市
、０
６
６
７
８
２
１
１
５
１

　
▽
ア
ン
カ
ー
ピ
ン
ニ
ン
グ
部
分
エ
ポ

キ
シ
樹
脂
注
入
工
法

Ｆ
Ｓ
テ
ク
ニ
カ

ル

代
表
取
締
役
・
藤
田
正
吾
氏

　
経
年
劣
化
な
ど
に
よ
っ
て
剥
が
れ
て

落
下
す
る
恐
れ
の
あ
る
ビ
ル
外
壁
の
改

修
工
法
。

　
低
騒
音
、
低
振
動
、
無
粉
塵
で
穿
孔

せ
ん
こ
う

す
る
シ
ス
テ
ム
と
、
壁
面
内
部
に
発
生

す
る
多
層
の
剥
離
層
す
べ
て
に
確
実
に

樹
脂
を
注
入
し
、
さ
ら
に
躯
体
と
仕
上

げ
面
を
連
結

す
る
全
ネ
ジ

ピ
ン
に
キ
ャ

ッ
プ
部
を
設

け
る
こ
と

で
、
安
全
な
施
工
を
目
指
し
た
。

　
従
来
の
振
動
ド
リ
ル
工
法
と
比
べ
る

と
、
工
程
の
大
幅
な
短
縮
と
低
騒
音
化

を
実
現
し
て
い
る
。
樹
脂
注
入
ノ
ズ
ル

の
改
良
に
よ
っ
て
、
樹
脂
が
ま
ん
べ
ん

な
く
壁
層
間
に
注
入
で
き
る
。
施
工
の

簡
易
性
か
ら
も
実
用
性
が
高
く
、
販
売

も
増
加
し
て
い
る
。

　

Ｆ
Ｓ
テ
ク
ニ
カ
ル

東
京
都
葛
飾

区
、
０
３
・
５
６
７
１
・
３
１
３
４

　
▽
組
織
薄
切
片
パ
ラ
フ
ィ
ン
マ
ス
キ

ン
グ
方
法
お
よ
び
装
置

カ
ケ
ン
ジ
ェ

ネ
ッ
ク
ス
設
計
部
主
任
・
田
村
学
氏

　
パ
ラ
フ
ィ
ン
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
一
度
に

多
数
の
組
織
片
標
本
を
作
製
し
て
も
組

織
劣
化
の
な
い
長
期
保
存
が
可
能
な
組

織
片
を
作
成
す
る
方
法
。
厚
さ

の
パ
ラ
フ
ィ
ン
膜
を
形
成
で
き
る
装
置

に
よ
っ
て
、
組
織
片
の
長
期
間
保
存
を

可
能
に
し
た
。

　
パ
ラ
フ
ィ

ン
に
漬
け
た

回
転
ロ
ー
ル

か
ら
薄
切
り

標
本
へ
の
パ

ラ
フ
ィ
ン
転
写
機
構
と
、
パ
ラ
フ
ィ
ン

の
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
厚
み
を
制
御
す
る

た
め
の
温
度
制
御
機
構
を
組
み
合
わ
せ

た
。
医
療
現
場
で
の
病
理
組
織
片
は
、

湿
度
な
ど
で
劣
化
す
る
た
め
長
期
間
の

保
存
に
向
か
な
い
。
組
織
観
察
が
長
期

に
わ
た
る
場
合
は
そ
の
都
度
、
標
本
を

作
製
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

　

カ
ケ
ン
ジ
ェ
ネ
ッ
ク
ス

千
葉
県

松
戸
市
、０
４
７
３
８
３
８
３
０
０

　
▽
非
接
触
・
空
中
伝
搬
超
音
波
検
査

シ
ス
テ
ム

ジ
ャ
パ
ン
プ
ロ
ー
ブ

社

長
・
小
倉
幸
夫
氏
ほ
か
３
人

　
非
接
触
で
超
音
波
探
傷
を
実
現
す
る

シ
ス
テ
ム
。
空
気
中
で
使
用
す
る
高
感

度
の
超
音
波
エ
ア
プ
ロ
ー
ブ
と
負
の
矩く

形
波
バ
ー
ス
ト
信
号
を
利
用
し
た
。

け
い　

超
音
波
探
傷
試
験
は
、
対
象
物
と
超

音
波
探
蝕
子
を
、
媒
質
を
介
し
て
接
触

さ
せ
て
行
う
。
だ
が
、
媒
質
を
使
用
す

る
こ
と
が
で

き
な
い
対
象

物
に
は
、
空

気
中
で
非
接

触
で
試
験
を

す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
場
合
、
音
響

イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
の
差
異
に
よ
っ
て
、

超
音
波
の
伝
搬
が
阻
害
さ
れ
る
た
め
、

精
度
の
良
い
検
査
が
で
き
な
か
っ
た
。

　
矩
形
波
バ
ー
ス
ト
信
号
の
波
数
、
周

期
、
パ
ル
ス
幅
を
調
節
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
超
音
波
変
換
の
効
率
を
向
上
さ
せ

た
。

　

ジ
ャ
パ
ン
プ
ロ
ー
ブ

横
浜
市
南

区
、
０
４
５
・
２
４
２
・
０
５
３
１

　
▽
カ
ー
ボ
ン
製
吸
着
体
及
び
そ
の
製

造
方
法

タ
ン
ケ
ン
シ
ー
ル
セ
ー
コ
ウ

研
究
開
発
部
材
料
研
究
課
副
主
任
・

伊
藤
哲
雄
氏
ほ
か
４
人

　
半
導
体
製
造
工
程
で
、
ウ
エ
ハ
ー
な

ど
の
被
処
理
物
を
固
定
す
る
た
め
の
真

空
吸
着
盤
に
関
す
る
技
術
。
吸
着
盤
や

そ
の
支
持
体
を
カ
ー
ボ
ン
製
と
す
る
こ

と
で
、
熱
膨
張
率
の
差
を
な
く
し
、
軽

量
で
導
電
性
を
持
た
せ
た
。
吸
着
体
に

は
多
孔
質
カ

ー
ボ
ン
を
採

用
。
吸
気
溝

を
改
良
し
、

吸
着
面
全
体

で
均
一
な
力
で
吸
引
で
き
る
。

　
従
来
の
吸
着
パ
ッ
ド
で
は
、
吸
着
盤

と
支
持
体
と
で
材
料
が
異
な
る
た
め
、

熱
膨
張
率
の
差
に
よ
っ
て
吸
着
面
の
変

形
や
破
損
が
課
題
だ
っ
た
。
全
パ
ー
ツ

を
カ
ー
ボ
ン
製
に
す
る
こ
と
で
、
製
品

の
歩
留
ま
り
向
上
を
実
現
し
た
。

　

タ
ン
ケ
ン
シ
ー
ル
セ
ー
コ
ウ

東

京
都
大
田
区
、
０
３
・
３
７
５
０
・
２

１
５
１

発
明
奨
励
賞

考
案
功
労
賞

発明大賞本賞

遠心力で隅々 まで流体混合

▽
羽
の
無
い
遠
心
撹
拌
装
置
‖
エ
デ
ィ
プ
ラ
ス
（
代
表
取
締
役
・
村
田
和
久
氏
）

　
羽
根
の
な
い
ユ
ニ
ー
ク
な
形
の

流
体
用
撹
拌
機
。
回
転
体
に
設
け

は
ん

か
く

た
穴
の
形
と
配
置
に
工
夫
を
施
し

た
。
回
転
軸
の
中
心
付
近
に
縦
穴

の
吸
入
口
を
、
回
転
軸
か
ら
離
れ

た
と
こ
ろ
に
横
穴
の
吐
出
口
を
付

け
た
。
回
転
体
が
回
る
と
、
吐
出

口
で
あ
る
横
穴
部
の
流
体
が
遠
心

力
に
よ
っ
て
吐
き
出
さ
れ
、
吸
入

口
と
な
る
縦
穴
部
か
ら
流
体
を
吸

い
込
み
、
全
体
を
か
き
混
ぜ
る
仕

組
み
。
中
央
部
の
滞
留
が
少
な
い

た
め
効
率
的
に
撹
拌
が
行
え
る
。

　
プ
ロ
ペ
ラ
式
や
ク
ラ
ウ
ン
式
と

異
な
り
、
羽
根
が
な
い
こ
と
で
さ

ま
ざ
ま
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
ま

ず
、
空
気
を
巻
き
込
む
こ
と
が
な

い
た
め
、
泡
立
ち
や
飛
び
散
り
を

抑
え
ら
れ
る
。
容
器
が
羽
根
で
損

傷
す
る
こ
と
も
な
く
、
容
器
由
来

の
異
物
の
混
入
も
低
減
で
き
る
。

四
角
い
容
器
で
も
隅
ま
で
混
ぜ
る

こ
と
が
可
能
。
低
ト
ル
ク
で
駆
動

で
き
、
ぶ
れ
や
反
動
が
少
な
く
設

備
の
簡
略
化
に
も
つ
な
が
る
と
い

う
。

　
粘
度
が
高
い
流
体
に
も
対
応
で

き
、
毎
分
１
０
０
０
回
転
以
上
と

い
う
高
速
回
転
で
の
作
業
で
も
泡

の
発
生
を
抑
え
ら
れ
る
こ
と
が
確

認
で
き
て
い
る
。

　
形
状
や
サ
イ
ズ
、
材
質
を
用
途

に
応
じ
て
選
択
す
る
こ
と
で
、
幅

広
い
分
野
に
応
用
で
き
る
。
実

際
、
販
売
先
は
塗
装
業
、
化
学
、

食
品
、
水
処
理
、
医
療
、
金
属
、

バ
イ
オ
、
窯
業
、
建
築
な
ど
多
岐

に
わ
た
っ
て
お
り
、
実
用
性
も
認

め
ら
れ
て
い
る
。

　

エ
デ
ィ
プ
ラ
ス

さ
い
た
ま

市
浦
和
区
、
０
４
８
・
８
２
６
・

２
２
１
１

　日本発明振興協会（東京都渋谷区、原昭邦会
長、 ）と日刊工業新聞社共催の「第
回発明大賞」に 件の発明が選ばれた。発明大

賞は資本金 億円以下の中堅、中小企業または研
究者・個人発明家の中で、発明考案・研究を通し
て科学技術の振興、産業の発展に寄与した企業や
人に贈られる。今回は 件の応募があり、産業か
ら研究分野、生活に身近な発明など、さまざまな
アイデアが寄せられた。表彰式は 日、東京都立
産業技術研究センター・東京イノベーションハブ
（東京都江東区）で行われる。

受賞製品・技術のポイント
発明大賞１９日に表彰式 第３８回

効
率
と
細
胞
生
存
率
向
上

早川清氏

早川靖彦氏

▽
エ
レ
ク
ト
ロ
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
法
に
よ
る
外
来
遺
伝
子
導
入
法
ネ
ッ
パ
ジ
ー
ン
（
代
表
取
締
役
・
早
川
靖
彦
氏
、
営
業
部
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
・
早
川
清
氏
）

発明大賞東京都知事賞

　

ネ
ッ
パ
ジ
ー
ン

千
葉
県

市
川
市
、
０
４
７
・
３
０
６
・

７
２
２
２

　
細
胞
内
に
外
来
遺
伝
子
を
導

入
す
る
装
置
。
電
圧
を
か
け
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
遺
伝
子
を
効

率
よ
く
、
高
い
生
存
率
で
挿
入

す
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
。

　
強
い
電
気
パ
ル
ス
と
弱
い
電

気
パ
ル
ス
の
２
種
類
の
パ
ル
ス

を
連
続
し
て
与
え
、
電
圧
に
強

弱
を
つ
け
る
こ
と
で
、
遺
伝
子

導
入
時
の
細
胞
の
生
存
率
と
導

入
効
率
を
上
げ
た
。
従
来
の
装

置
は
波
形
が
シ
ン
プ
ル
で
高
電

圧
の
た
め
、
死
滅
す
る
細
胞
が

多
い
と
い
う
課
題
が
あ
っ
た
。

　
専
用
の
バ
ッ
フ
ァ
ー

緩
衝

液

試
薬
が
不
要
。
血
清
を
取

り
除
い
た
細
胞
の
培
養
液
が
そ

の
ま
ま
バ
ッ
フ
ァ
ー
と
し
て
使

用
で
き
る
た
め
、
ラ
ン
ニ
ン
グ

コ
ス
ト
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き

る
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。
大
学
の

研
究
室
や
製
薬
会
社
へ
の
販
売

実
績
が
あ
る
。

▽
自
浄
機
能
を
有
す
る
ば
ね
式
フ
ィ
ル
タ
ー
‖
モ
ノ
ベ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
（
代
表
取
締
役
・
物
部
長
順
氏
）

バ
ネ
の
隙
間
で
強
力
濾
過

発明大賞日本発明振興協会会長賞

　
バ
ネ
に
突
起
部
を
設
け
て
、

バ
ネ
の
隙
間
の
距
離
を
一
定
に

し
た
フ
ィ
ル
タ
ー
と
、
そ
の
逆

洗
浄
装
置
に
つ
い
て
の
技
術
。

　
バ
ネ
式
フ
ィ
ル
タ
ー
に
よ
る

濾
過
装
置
は
、
他
企
業
か
ら
も

ろ

か

販
売
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対

し
、
バ
ネ
に
突
起
を
付
け
る
こ

と
で
隙
間
の
距
離
の
維
持
を
簡

単
に
し
、
精
密
な
濾
過
を
可
能

に
し
た
。
高
温
、
高
圧
、
高
濁

度
、
高
粘
度
な
ど
過
酷
な
条
件

で
も
濾
過
が
行
え
る
。

　
濁
っ
た
水
や
ア
ス
ベ
ス
ト
廃

水
の
浄
化
な
ど
土
木
・
建
設
分

野
や
、
洗
車
廃
水
の
濾
過
再
利

用
と
い
っ
た
自
動
車
分
野
の
ほ

か
、
食
用
油
・
工
業
油
中
の
異

物
除
去
、
化
学
薬
品
中
の
浮
遊

物
質

Ｓ
Ｓ

の
除
去
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
応
用
で
き

る
。

　

モ
ノ
ベ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ

千
葉
市
花
見
川
区
、
０
４

３
・
２
５
７
・
２
７
８
９

発明大賞日刊工業新聞社賞

両
歯
を
同
時
鏡
面
仕
上
げ

▽
心
な
し
歯
車
ラ
ッ
ピ
ン
グ
盤
‖
カ
シ
フ
ジ
（
社
長
・
樫
藤
達
郎
氏
）

　

カ
シ
フ
ジ

京
都
市
南

区
、
０
７
５
・
６
９
１
・
９
１

７
１

　
ワ
ー
ク

被
加
工
物

を
回

転
軸
に
固
定
し
な
い
、
心
な
し

し
ん

歯
車
ラ
ッ
ピ
ン
グ
盤
。
歯
車
の

左
右
両
歯
面
の
同
時
鏡
面
仕
上

げ
を
可
能
に
し
た
。
２
個
の
ナ

イ
ロ
ン
製
歯
車
と
ワ
ー
ク
を
か

み
合
わ
せ
、
油
に
混
合
し
た
遊

離
砥
粒
を
加
工
歯
車
に
付
着
さ

と
り
ゅ
う

せ
て
、
高
速
回
転
に
よ
り
短
時

間
に
両
歯
面
を
仕
上
げ
る
。

　
鏡
面
に
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
歯
面
強
度
の
向
上
、
か
み

合
い
に
よ
る
騒
音
振
動
の
低

減
、
摩
擦
損
失
の
減
少
で
伝
達

効
率
が
向
上
す
る
。

　
心
な
し
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

ワ
ー
ク
の
取
り
付
け
に
位
相
合

わ
せ
を
必
要
と
せ
ず
、
特
殊
な

装
置
を
使
用
し
な
い
た
め
従
来

よ
り
工
程
数
が
少
な
い
。
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
が
簡
単
に
で
き
る
こ

と
も
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。

　
▽
フ
ル
カ
ラ
ー
Ｌ
Ｅ
Ｄ
リ

ン
グ
ラ
イ
ト
装
置

栗
原
工

業

代
表
取
締
役
・
栗
原
公

郷
氏

　
３
色
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
光

源
を
組
み

合
わ
せ
る

こ
と
で
、

検
査
対
象
物
の
欠
陥
検
出
に

適
し
た
光
源
色
を
作
る
こ
と

を
可
能
に
し
た
。

　
従
来
の
検
査
照
明
で
は
、

対
象
物
の
欠
陥
検
出
に
適
し

た
光
源
色
を
作
る
の
に
カ
ラ

ー
フ
ィ
ル
タ
ー
を
使
用
し
て

調
整
す
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま

な
カ
ラ
ー
フ
ィ
ル
タ
ー
を
用

意
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

　
そ
れ
に
対
し
、
カ
ラ
ー
フ

ィ
ル
タ
ー
と
そ
の
機
構
装
置

を
必
要
と
し
な
い
目
視
検
査

用
照
明
装
置
の
た
め
、
高
い

実
用
性
が
期
待
で
き
る
。

　

栗
原
工
業

東
京
都
調

布
市
、
０
４
２
・
４
８
３
・

５
８
８
１

◆

　
▽
電
力
ケ
ー
ブ
ル
防
護
用

樹
脂
管
の
切
断
工
具

三
英

社
製
作
所

代
表
取
締
役
・

大
場
健
司
氏

　
地
中
配

電
線
路
の

塩
ビ
管
の

切
断
工
事

に
は
、
デ

ィ
ス
ク
グ
ラ
イ
ン
ダ
ー
を
使

用
し
て
い
る
が
、
塩
ビ
管
切

断
時
に
電
線
を
損
傷
さ
せ
る

危
険
性
が
あ
る
。
こ
の
製
品

は
、
電
気
ド
リ
ル
の
先
端
部

に
小
径
の
デ
ィ
ス
ク
グ
ラ
イ

ン
ダ
ー
を
取
り
付
け
た
う

え
、
電
線
の
損
傷
を
防
止
す

る
保
護
カ
バ
ー
と
切
り
込
み

深
さ
制
限
用
の
ガ
イ
ド
を
設

け
た
。
埋
設
さ
れ
た
塩
ビ
管

で
外
側
か
ら
の
工
事
が
困
難

な
場
合
に
も
、
デ
ィ
ス
ク
部

分
を
持
ち
手
の
位
置
か
ら
伸

ば
す
こ
と
で
、
塩
ビ
管
に
開

け
た
開
口
部
か
ら
デ
ィ
ス
ク

部
を
入
れ
管
内
か
ら
切
断
で

き
る
。

　

三
英
社
製
作
所

東
京

都
品
川
区
、
０
３
・
３
７
８

１
・
８
１
１
１

　
▽
電
気
を
使
わ
な
い
扉
自

動
開
閉
装
置

福
島
エ
コ
ロ

ジ
カ
ル

代
表
取
締
役
・
中

野
泰
雄
氏

　
油
圧
式

や
空
圧
式

な
ど
の
通

常
の
自
動

ド
ア
は
電

気
を
使
用
し
て
い
る
。
こ
の

自
動
ド
ア
は
電
気
を
使
わ

ず
、
踏
み
板
の
上
の
通
行
者

の
体
重
を
利
用
し
て
扉
を
開

閉
で
き
る
。
傾
斜
を
持
た
せ

た
開
扉
レ
ー
ル
・
閉
扉
レ
ー

ル
に
上
下
方
向
か
ら
部
材
を

押
し
つ
け
、
そ
の
水
平
方
向

の
分
力
で
扉
を
開
閉
す
る
仕

組
み
。
走
行
抵
抗
を
減
少
さ

せ
る
た
め
に
バ
ネ
な
ど
の
補

助
機
構
も
設
け
、

―

以
上
の
幼
児
の
体
重
で

も
ド
ア
の
開
閉
が
で
き
る
。

　
こ
れ
ま
で
に
も
体
重
を
利

用
し
て
開
閉
す
る
自
動
ド
ア

は
あ
っ
た
が
、
幼
児
の
体
重

で
は
開
か
な
い
な
ど
実
用
面

で
課
題
が
あ
っ
た
。

　

福
島
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル

福
島
県
郡
山
市
、
０
２
４
・

９
５
４
・
５
８
３
１

◆

　
▽
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
表
裏

印
字
装
置

ミ
ヤ
コ
シ

社

長
・
宮
腰
巖
氏

　
現
状
の

表
裏
面
印

刷
可
能
な

イ
ン
ク
ジ

ェ
ッ
ト
式

輪
転
印
刷
機
は
、
２
ユ
ニ
ッ

ト
の
タ
イ
プ
が
多
い
が
、
こ

の
印
刷
機
で
は
表
裏
印
刷
を

１
ユ
ニ
ッ
ト
で
印
字
す
る
こ

と
が
で
き
、
設
置
面
積
を
半

分
以
下
に
し
た
。

　
反
転
タ
ー
ン
バ
ー
を
不
要

に
し
た
ほ
か
、
イ
ン
ク
ジ
ェ

ッ
ト
ヘ
ッ
ド
間
に
ミ
ス
ト
コ

レ
ク
タ
ー
を
設
置
し
、
印
刷

時
に
発
生
す
る
ホ
コ
リ
や
イ

ン
ク
ミ
ス
ト
に
よ
る
紙
面
汚

れ
に
対
応
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
反
転
タ
ー
ン
バ

ー
を
設
置
す
る
と
、
長
さ
方

向
や
幅
方
向
に
ス
ペ
ー
ス
が

必
要
な
ほ
か
、
タ
ー
ン
バ
ー

の
紙
に
よ
る
摩
擦
で
紙
面
に

ホ
コ
リ
が
付
着
す
る
な
ど
の

課
題
が
あ
っ
た
。

　

ミ
ヤ
コ
シ

千
葉
県
習

志
野
市
、
０
４
７
・
４
９
３

・
３
８
５
４

◆

　
▽
光
切
断
法
と
点
光
に
よ

る
深
さ
高
さ
の
測
定
法
の
融

合
光
学
シ
ス
テ
ム

日
商
精

密
光
学

専
務
取
締
役
・
江

森
忠
氏

　
精
密
加
工
部
品
な
ど
で
マ

イ
ク
ロ
メ
ー
ト
ル
単
位
の
深

さ
の
測
定
を
目
的
に
し
た
測

定
器
。
ス
リ
ッ
ト
光
を
用
い

た
光
切
断

法
と
、
レ

ー
ザ
ー
点

光
に
よ
る

深
さ
・
高

さ
測
定
法
を
組
み
合
わ
せ
た

オ
ー
ト
フ
ォ
ー
カ
ス
機
構
を

採
用
し
た
。

　
ス
リ
ッ
ト
光
と
点
光
を
測

定
面
に
同
軸
上
で
入
射
し
、

オ
ー
ト
フ
ォ
ー
カ
ス
機
構
で

高
さ
計
測
を
高
精
度
に
行
う

こ
と
で
、
ス
リ
ッ
ト
像
観
察

を
可
能
に
し
た
。
低
倍
率
か

つ
オ
ー
ト
フ
ォ
ー
カ
ス
機
能

が
付
き
、
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
ト

ル
精
度
で
高
さ
と
断
面
形
状

が
測
定
で
き
る
こ
と
か
ら
、

作
業
性
の
向
上
が
期
待
で
き

る
。

　

日
商
精
密
光
学

埼
玉

県
上
里
町
、
０
４
９
５
・
３

３
・
２
２
５
１

◆

　
▽
シ
リ
コ
ー
ン
ゲ
ル
創
傷

用
被
覆
保
護
材

ア
ル
ケ
ア

開
発
部
ウ
ン
ド
＆
ナ
ー
シ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
・
上
田
充
志

氏
ほ
か
１
人

　
人
体
に

つ
い
た
傷

の
部
分
を

覆
う
手
当

て
用
品
。

メ
ッ
シ
ュ
材
料
の
貫
通
孔
を

ふ
さ
が
ず
に
、
メ
ッ
シ
ュ
材

料
と
積
層
吸
収
体
の
両
方
を

シ
リ
コ
ー
ン
ゲ
ル
で
効
率
的

に
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
し
て
あ

る
。

　
傷
か
ら
出
る
体
液
は
多
数

の
貫
通
孔
か
ら
吸
収
体
に
吸

い
取
る
。
交
換
す
る
時
に
は

粘
性
制
御
し
た
シ
リ
コ
ー
ン

の
特
性
に
よ
っ
て
、
治
り
か

け
の
傷
を
悪
化
さ
せ
ず
、
か

つ
剥
離
時
の
刺
激
を
抑
え

た
。
独
自
の
製
造
技
術
で
、

高
機
能
な
製
品
を
コ
ス
ト
競

争
力
の
あ
る
価
格
で
の
提
供

を
可
能
に
し
て
い
る
。

　

ア
ル
ケ
ア

東
京
都
墨

田
区
、
０
３
・
３
６
１
１
・

１
１
０
１

　
▽
自
由
自
在
に
位
置
決
め

す
る
ワ
ー
ク
切
り
出
し
装
置

ウ
イ
ス
ト

代
表
取
締
役

・
和
田
克
彦
氏

　
多
種
類

の
寸
法
の

ボ
ト
ル
に

自
動
的
に

充
填
し
た

り
、
キ
ャ
ッ
プ
を
付
け
た
り

す
る
に
は
、
所
定
の
ノ
ズ
ル

や
チ
ャ
ッ
ク
の
直
下
に
ボ
ト

ル
を
位
置
決
め
す
る
工
程
が

必
要
だ
っ
た
。
こ
の
技
術

は
、
従
来
と
は
異
な
り
、
弾

性
の
あ
る
ソ
フ
ト
グ
リ
ッ
プ

ベ
ル
ト
と
上
下
に
流
れ
る
コ

ン
ベ
ヤ
ー
を
含
む
モ
ー
シ
ョ

ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
よ
っ

て
、
位
置
決
め
を
可
能
に
し

た
。

　
挟
み
込
み
式
の
ベ
ル
ト
コ

ン
ベ
ヤ
ー
は
こ
れ
ま
で
に
も

あ
る
が
、
挟
み
込
み
の
幅
が

可
変
の
も
の
は
少
な
い
。
搬

出
速
度
を
調
整
す
る
こ
と
で

ワ
ー
ク
間
の
ピ
ッ
チ
も
調
整

で
き
る
。

　

ウ
イ
ス
ト

京
都
府
精

華
町
、
０
７
７
４
・
９
８
・

６
７
６
７

　
▽
金
型
内
の
気
体
放
出
構

造
及
び
当
該
構
造
を
備
え
た

金
型

斎
藤
金
型
製
作
所

代
表
社
員
・
齋
藤
輝
彦
氏

　
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
射

出
成
形
で

は
、
溶
融

樹
脂
が
金

型
に
充
填
さ
れ
る
過
程
で
、

ガ
ス
が
適
切
に
排
出
さ
れ
な

い
と
樹
脂
焼
け
な
ど
の
成
形

不
良
が
発
生
す
る
。
こ
の
発

明
で
は
ガ
ス
排
出
口
を
大
き

く
し
た
排
出
機
構
を
設
計

し
、
こ
う
し
た
課
題
を
解

決
。構
造
、原
理
と
も
簡
易
で

あ
る
た
め
、
多
く
の
金
型
に

応
用
可
能
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
れ
ま
で
も
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
射
出
成
形
の
ガ
ス
抜
き
で

は
さ
ま
ざ
ま
な
手
法
が
考
案

さ
れ
て
い
る
が
、
一
般
的
な

ベ
ン
ト
は
流
動
末
端
に
設
置

さ
れ
る
小
さ
な
も
の
で
あ
る

た
め
、
十
分
な
機
能
を
実
現

で
き
て
い
な
か
っ
た
。

　

斎
藤
金
型
製
作
所

山

形
県
長
井
市
、
０
２
３
８
・

８
４
・
３
２
２
２

◆

　
▽
ド
ラ
ム
を
キ
ズ
つ
け
な

い
た
め
に
か
き
板
を
接
触
さ

せ
な
い
セ
パ
レ
ー
タ
ー

ブ

ン
リ

会
長
・
田
代
実
氏

　
研
削
加

工
で
は
多

く
の
ス
ラ

ッ
ジ
が
発

生
す
る
。

こ
の
濾
過
装
置
は
加
工
油
や

ク
ー
ラ
ン
ト
中
の
磁
性
ス
ラ

ッ
ジ
の
除
去
分
離
に
、
か
き

板
と
磁
性
ス
ラ
ッ
ジ
回
収
用

の
マ
グ
ネ
ッ
ト
ド
ラ
ム
と
の

間
に
隙
間
を
設
け
た
。
か
き

板
と
ド
ラ
ム
の
隙
間
に
よ
っ

て
、
ド
ラ
ム
の
傷
の
発
生
を

抑
制
で
き
る
。

　
従
来
の
装
置
で
は
、
磁
性

ス
ラ
ッ
ジ
回
収
用
ド
ラ
ム
と

か
き
板
が
接
触
し
て
い
る
こ

と
か
ら
部
材
が
摩
耗
す
る

が
、
こ
の
装
置
は
両
者
を
非

接
触
に
し
た
こ
と
で
、
摩
耗

を
抑
制
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　

ブ
ン
リ

東
京
都
品
川

区
、
０
３
・
３
７
７
８
・
２

０
６
１

　
▽
有
機
化
学
物
質
の
分
析

前
処
理
装
置
お
よ
び
方
法

ア
イ
ス
テ
ィ
サ
イ
エ
ン
ス

代
表
取
締
役
・
佐
々
野
僚

一
氏

　
残
留
農

薬
な
ど
を

ガ
ス
ク
ロ

マ
ト
グ
ラ

フ
質
量
分

析
計
な
ど
で
分
析
す
る
際

に
、
溶
解
、
濾
過
、
濃
縮
、

抽
出
と
い
っ
た
試
料
の
前
処

理
を
必
要
と
す
る
場
合
が
あ

る
。
こ
の
装
置
は
、
全
自
動

で
目
的
成
分
を
抽
出
す
る
試

料
の
前
処
理
が
行
え
る
よ
う

に
し
た
。
数
種
の
溶
媒
を
選

択
的
に
抽
出
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ

に
通
す
こ
と
で
、
試
料
の
精

製
や
目
的
物
質
の
抽
出
な
ど

の
試
料
の
前
処
理
工
程
の
作

業
を
簡
易
化
で
き
る
。
カ
ー

ト
リ
ッ
ジ
に
性
質
の
異
な
る

抽
出
層
を
利
用
す
る
こ
と

で
、
よ
り
選
択
的
な
抽
出
が

全
自
動
で
可
能
に
な
る
。

　

ア
イ
ス
テ
ィ
サ
イ
エ
ン

ス

和
歌
山
市
黒
田
、
０
７

３
・
４
７
５
・
０
０
３
３

◆

　
▽
縫
製
装
置
の
目
飛
び
糸

切
れ
チ
ェ
ッ
ク
装
置

木
下

精
密
工
業

代
表
取
締
役
・

木
下
治
彦
氏
ほ
か
１
人

　
工
業
用

ミ
シ
ン
で

縫
製
時
の

目
飛
び
や

糸
切
れ
を

検
出
す
る
装
置
。
縫
い
糸
に

対
し
て
張
力
を
与
え
る
張
力

付
与
手
段
と
、
縫
製
中
に
縫

い
糸
に
生
じ
た
ゆ
る
み
部
分

を
張
力
付
与
手
段
に
よ
っ
て

変
形
さ
せ
、
緩
み
部
分
の
位

置
を
検
出
す
る
仕
組
み
。
ゆ

る
み
部
分
の
有
無
を
判
別
す

る
た
め
に
、
受
光
素
子
と
発

光
素
子
と
を
持
つ
光
電
セ
ン

サ
ー
を
設
け
、
目
飛
び
、
糸

切
れ
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。

　
目
飛
び
の
検
出
を
簡
素
な

構
造
で
低
コ
ス
ト
に
実
現
で

き
る
う
え
、
検
出
精
度
が
向

上
し
、
生
産
性
の
向
上
に
つ

な
が
る
。

　

木
下
精
密
工
業

名
古

屋
市
北
区
、
０
５
２
・
９
０

２
・
３
３
３
１

　
▽
お
皿
と
し
て
使
え
る
ノ

ン
ト
レ
ー
立
体
包
装

水
戸

菜
園

代
表
取
締
役
・
後
藤

典
夫
氏

　
薄
い
透

明
フ
ィ
ル

ム
を
、
４

面
体
の
飲

料
用
紙
容

器
と
同
じ
形
状
に
の
り
付
け

し
た
立
体
包
装
。
サ
ラ
ダ
な

ど
の
葉
物
野
菜
や
、
ポ
テ
ト

チ
ッ
プ
ス
の
よ
う
な
壊
れ
や

す
い
食
品
を
安
全
に
梱
包
で

き
、
透
明
で
中
身
も
見
え

る
。
開
け
や
す
い
う
え
、
開

封
後
は
そ
の
ま
ま
皿
と
し
て

も
機
能
す
る
た
め
、
災
害
時

な
ど
で
の
活
用
も
想
定
で
き

る
。

　
安
価
に
量
産
が
可
能
で
あ

り
、
電
子
レ
ン
ジ
で
も
そ
の

ま
ま
利
用
で
き
る
。
売
り
上

げ
実
績
を
着
実
に
伸
ば
し
て

お
り
、
実
用
性
が
認
め
ら
れ

て
い
る
。

　

水
戸
菜
園

水
戸
市
河

和
田
、
０
２
９
・
２
５
３
・

２
９
７
０

（ ） 　　 ２０１３年 平成２５年 ３月１２日 火曜日 　　


